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異庫縣出石町附近の陶石鉱床調査報告
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　　　　　　　○要　　　約
　今回調査しえ陶石鉱床は兵庫県出石郡出石町谷山から

　出石郡室埴村桐野小字西ノ小谷までの間東西1km，略々

　南北に4kmの地域に在り，石英粗面岩及び変朽安山岩を

　貫V・て，数條の陶石脈が岩脈状に発達しており・天草型

　鉱石に属している。陶石は「出石焼」の原料として古くか

　ら利用され明治，一大正年間には各山元が活発に開発され．

　たが，現在桐野鉱山，柿谷鉱山，鶏塚鉱山が稼行され月野

　辺鉱μ』は探鉱中である。他府県に出荷するには山陰線豊

　岡又は江原駅までi2～15km間はトラツ．クに依らねぼな

　らなV・が，出石町山元間はトラツクを通じ搬出は便利で

　ある。導地区の主な陶石脈は2條で，第1主脈はNNW・，

、　SSE方向に延長し，谷山から柿谷鉱山，月野辺鉱山を

　経て出石川の南部で御貝殿山紳金屋の各旧坑に連続し更

　に小滝に蓮続している。谷山川一出石川間の陶石は最も

　、高品位である。以南の陶石は殆んど探掘に値しない。第

　’2主脈は第1主脈に略々並走して略々N－S方向にi延

　び出石川以南の地域に露出する。．この脈は荒紳谷，幅藏，

　・奥殿，石尾及び西の小谷に連なり，総延長は約1．6km

　に達するび本脈は2～3等品が大牛を占齢ている。その

　他，第2主脈の南端は西の小谷附近で2脈に分岐し夫

　々下迫脈と西の小谷脈の小規模な鉱床がある。

　　鉱石ほ主として絹雲母と石英から成りi若干のカォリン

　を俘V・，微細な金紅石，ジルコンが含注れる。桐野，鶏

　塚鉱山の陶石中には黄鉄錨，閃亜錯鉱・方錯鉱が細脈状叉

　　　　　　　　　　　ヤは鉱染状に俘われる。低品位の鉱石で原岩の構邉を残し

‘てV・るもの，陶石脈の一部にみられる原岩の未変質部の

検鏡等を行づた結果，第1主脈は松脂岩を，第2主脈』

　は斑岩岩脈を夫々原岩としたものと考えられる。

　品質は1等品（Fe203＜0．4％）2等晶（Fe203讐0，5｛・

0。8％）及び3等品に分けられ1等品は高級白磯用原
料に適し2～3等話ほ碍子，低級陶磁器に使用される。繕

坑内探掘による可探率を約50％と予想して舘出した概

　括的な推定可探鉱床量数字は次の通りである。　・

　第1主脈ご8ユ×104t（出石川¢）北部地図）、

　下迫脈：3．2×104t

　予想可採鉱床量

　1第2主脈：38．2×10手t

　西小谷脹＝14．7×104t

　万迫脈＝1趣104t
　第1主1脈＝16．61×104t（桐野地区）

　総計70。8×104tが見込まれる。．

　然悌1主脈の晒辺一瀞醜区以外垂ま，2略等品

　60～70％，廃石率20～30％が予想されるめで，この種

　の低級品を將來活用する爲に充分な研究が必要であり叉

　良質な鉱石を産する鉱山に於ては現在のところ鉱床量に

　乏しく大量の出鉱は望めなV・状態に在るから保坑に留意

　し組織的な探掘方法を行つて，各等級別の選鉱は重に嚴

　密にンする一方鉱量の鱈加を目的とする積極的な探鉱が要・

　望される。

　　　　　　1．緒　　　’書

出石町附近に産する陶石は古來「出石焼」の原料とし

て使用されr出石石」の名称で蜘られ，現在若干の業者

によつて数ヵ所から探掘されている。この鉱床につV・て

は昭和23年5月8月より8月間王野三…義が概査し，
次V・で同年8．月ξ9月に亘つて大阪支肪の浜野一彦が

精奎を行つた。ここにその結果を纏めて報皆する。鉱石

の詳細な荷究に就いては後日報轡す為予定である。調査

に際して多くの便宜を計られた出石町陶石鉱山組合の各

位並ぴに調査資料を提供された日本碍子株式会肚に感謝

の意を表する。なお鉱床調査に從事したのは吹の4．名

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　－

艇大阪支所　　罧鉱床部
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通商蓬業按官　浜野繭彦

　1同　　上野三義
　、同，，塚脇砧次

　同　　1、尾崎次男　（測量担当）

’2．・位置交嶺

鉱床は兵庫県出石郡出石町西方約1kmの谷山附近か
　　　　ヤら南方へ約4kmの同郡室埴村に亘りNW－SE方向の、戸

細長V・地精に分布する。

　　　　　　　　　　　　　　ヒ調査当時採掘叉は探鉱中の鉱山（出元）の位置は次の通

　　　　　　　　　　　　　吟、りである。

　　　　　　　　　　　　　ゆL
鉱
坦 名位　置出石町迄の路程
桐野鉱山出石郡室臆村字飼野西小谷　　約6．5km

←桐野奥殿鉱山

　月野辺鉱山”

　柿．斧鉱山

1鶏塚鉱 一山

　　衡

、認められるム

〆

同上　　　　　奥殿』・約・5km

同上字月野辺小学校裏約3。5km

出石町谷山字鰺山149　約・1。5km

，出石町谷山地内　『　　　　1km　、

山陰線江原駅叉は豊岡駅から出石町までバスの便が弟

り，ごれより徒歩叉は・トラツクで各山元に到る。鉱石の

搬出は桐野鉱山丈ボ專用トラツクで他の鉱山は馬車叉は

日通トラツクで行うが，愛却・岐阜県向けの鉱石は出石一

鉱豊岡間約14kmをトラツクで運搬する。冬期間（12月

一翌年3月宋）は種雪の爲，露天掘りとトラツク蓮搬は

殆んど休止される。

・5。地形・地質1

4．、鉱 廉　（窮2図参照）

　本地区は鉱床賦存地域の略々中央を西流する出石川は

、泥濫原を俘V・，その西岸附近は標高3Q6m前後の稽々　・

急峻な山地が不規則に起伏している。

　縄域齢橋村矢根附泳露出する黒雲母花儲が基
盤を成し，これを被覆して石英粗面岩が広く分布してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．鉱　　　石　　　嘆
る・ヌ変朽緬知岩聯山の東斜面と奥殿碍餅
大滝附近一桂谷に亘っ七略々帯朕に露出し岩胴伏をなし　　　（A）一毅牲歌

てV・る。，後者は破璃質石基を有し多くの場合，線泥石，．　　各鉱山別に館石の性状を列記すれば次め通りである・

方解石，絹雲母が二家的に生成され，他に磁鉄鉱の微晶　　　〔桐野鉱山〕

、βを相当に件つ宅V・る乙　　　　ト　　　　　　　　　　　　　緻密塊1伏1白色，淡次色，淡次青色等を呈し珪質鉱が

　石英粗面岩は角礫凝爽質部を俘V・，流状構造の著し　　稽々多V・。径0．5mm程度の小孔隙に冨み康岩の斑状斜

、やものがある。鏡下看は一般に石英，荻曹長石，正長石，　　長石を置換亡た絹雲母が認あられる。叉裂糠中には樹枝

黒雲母め斑晶ξ隠微晶珪長石質の石基から成り，天田郡．　状に黒色瀧澱物が附着している。鏡下では径02乍0．5mm　F

夜久野村一精に夢布する石英粗面岩と同源のも硯で多く　．程度と，径ono1～9．009mm大の2檬の石英粒と葉片状

の場謡干の繹邸生じている・鉱床の周辺と・諮の絹雲母が不襯に混在し・微細な金紅右・ジノレコンを件

鉱山新坑北部から鰺山峠にかけて幅約50mの範囲は熱　　　つている。一般に．絹雲母の量にi斑があb（K20は1％

、水作用の影響を受け絹雲母を含む微珪長質岩に変化して、　±～3．5％）石尾坑で探取したものは絹雲母は約40％（面

V・る。特に鉱床附近の石英粗面岩を“は黄鉄鉱，菱鉄鉱が』　積比）を占めていた。何れも原岩の斑駄構造が認められ
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　鉱床は何れ’も略々：NNW－SSE方向に延長し，脈幅の・

膨縮と部分的轡曲のために綾慢なうねりを示している6

黄鉄鉱，方錯鉱，閃亜錯鉱が石英『と共に室洞を充揖し，　』

或は細脈状，，鉱染状等に件うことはこの鉱床の特徴であ

る。

・露頭調査の結果．2條の主な駒石脈から1成ることが到

明した。1即ち北部より鶏塚一柿谷一日野辺の各山元を経

一て出石川客横切り桐野部落を通つて御貝殿，金屋，山神，

茅野の各i暉に騨するゆと・略妃の月厩に並走し楓

野部落附近では荒紳山，礪藏坑を経て奥殿鉱山から石尾ジ

西ノ小谷に達する、ものとであつて便宜上，前者を第1主

賑後者を第2主脈と仮称する。

　第1主脈は自野辺鉱山の北部で：NNE寿向に延びる・

延長約1kmの支脈を俘い，日野辺鉱山一柿谷鉱山にか1

けて脈幅1ま3～6mでZF均品位が良好であつて高級陶磁・

羅用の鉱石は殆んどこの地域から探掘されている。

　然るに出石川隊南の部分は，漸次脈幅を減じ約2・

45mであつて筒囲の地形が低く可採量が少い爲に稼行

されていなV・。

　　　　　　　　　　　　　　エ　第2主賑の北部は嘱藏附近でN70。Wの方向に大き

く屈曲してNNW方向に直り，西ノ谷の北方は沖積暦

中に没し出石川の北側で発見されてV・ないが』將來これ’

の探鉱が必要である。南部では桐野鉱山に於てSEE方，，

向に無びる西イ小谷脈とSE方向の下迫鍾に分れ・桂谷

に露出するものと推定される・第2蜥の脈幅は概オ3

4，5～8m程度で時に10mに及ぶ部分があり，鉱床量に

富んでいるが，州般に低贔位で桐野，奥殿両鉱山が出鉱

・している。　　　　，

、
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『
・
稀
にアル武イト双晶を示　’

す未変質の次曹長石と角

閃戸が見られる。見掛け　、

の比重，s．gギ2．54，耐火

度，最高SK26，最低SK

16（殆んど使用不可）で．

あるカ§，SK18～・22F程度

が多V・。SK13還元眉

焼成の結果管は概ね淡灰

色～淡鼠色気昧で表面は

稻々粗感があり純白に焼

き上るものは少や。

　〔桐野奥殿鉱山〕

　白色，淡次白色，梢ぞ・

軟質，水酸化鉄の汚色部

が多く，廃石率は約30％

である。鏡下では桐野鉱

山の臼ものと略々同様であ

るが，絹雲母の量にi斑が

少V・。・斜長石は絹雲母の

集含体で置換され石英を

生じている6陶石中には

若干の緑泥石化した黒雲

母が残存しX謹無色，Y≒6

Z冨淡緑色の多色性を示，

すb耐火度SKl25～27

　〔日野辺鉱山〕

　白色乃至淡友白色を呈

し稽々軟質である。脈ρ

両側は一般に淡青次色の

低品鉱で1厩に弔行㌃割れ

目がある。鏡下では石英，

絹雲母，カォリンから成

　り，カォリンは他の鉱石，

1・に比して藩しく多蘇

径0。005m程度の結晶の

’不定形集合体を成すもの，

斜長の一・部を交代し衆も

の，鉱石全般に散在する

　もの等がある。見掛け＠

比重はs．言＝2．34，耐火度

はSK卜26～27，　最｛氏　SK・

20である。，焼成結果は

　白色，淡次叉は淡黄色気

第1図　出石陶石地質鑛床図
路



味で焼締り良好である。本鉱石は柿谷陶石に次V・で優良

　　　　　　　　　　　　　ほヤ宅あるが，・坑内は乱掘崩壊してV・る爲早急な出鉱は望み

難い。

　〔柿谷鉱山〕

　一般に純白で着・色部と品質の斑が少い。稽々硬質緻密

塊状で第1主脈の中で最も、良質畜外観は北濃陶石の鮎

走陶石脈のものに酷似する。鏡下では不規則外形の径，

0・1～02mm程度の石英と絹雲母から成り，微細なカす

リンの小集合体と金紅石，ジルコン，硫化鉄等を含んで

いる。石英は波状潰光するもの，塵状物を包裏するもの

等があり他の鉱石に比して不純物が少い。低品位鉱には

未変質の角閃石，黒雲母等が残つている。見掛けの比重

s二9＝2．39．耐火度SK26ん27．焼成結果は純白乃至淡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドヨ鎖色碗る・麺醗沢に獅乏砂力：漉締り雌
好で高級磁器用に適している乙　　　　　　　　　　　　　　　　，

　〔鶏塚鉱山〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

’鉱石の破面掻狸感が強く，』軟質塊状で脆い。淡緑乃至

淡青灰色昧を帯び肉眼で微細な閃亜錯鉱が散在してv・る

部分が多い。，鉱物組成は柿谷のものと同様であるが品位

は一胤甑緬中纏髄硝物力：轡争く・聯、，
菱鉄鉱に富むものがある。見掛けの比重』s．g。＝2148♂耐

火度SK26土． 晟低SK18・焼成結果は白色のもの約

50％，約3σ％は淡黄荻色である。　

　（壼）一化学成分

　各採掘現場から採取した主な試料の分析結果と既報め

化学成分を列記すれぼ次の通りである。　・㌧　・、．諮

・壼

地

桐，
野
鉱一

山

鶉
塚

砿
』山

柿
谷
鉱
F山

π奥鉱
＿殿歯

一　　SiO2　TiO2　Aも03　Fe203　MgO　　CaO　　’K20　　：Na20　1g．10ss　Tot飢 3詰位

巳（1）暑　　79。27　　　0．09　　13・08　　　0。84

（2）＋’78、55　n．d．　13。76　0。84

『（3）＋　 78．05　　11．d．　　14．56　「0．63

0．80

tr・

0．31

。貰。llll『31篶1：翻器3編

0．72－2。47　1。04　2・2010q・37’2等品、

・（4）△　　81．74　　　n．d。　　　12．13　　　0．32

（P5）管77．70　．n．d。、13．66　0。74

1（6）△’80．23　0．1013．41　0．52

0．42　σ．52　0．65・0．93　3．30　99』51「1等晶

0、800．0721050．80、3．80・09．鞄2等嘉

0．13　0．24　2．04　LOO　2152iOO．14・

（7’）甚　79．80　n．d．’13．45「0。37

（8）△．8026　n．d，’エ2．050・17

（
、 9）　80・57，0・1012・83　0・64

0．69　tr　4，88　0、80　2．7299．81嘩晶
0．32　0．44　1．13　σ．65　4。89・ユ00．33　〃

0．06　0．24　1．80　0．64　3。141qρ。042等・品

（10）卜79、72　－　13。21　0。88、0．10．0・58　一 一　，一2．32．96．81，』3等品

分　析　者　＋　日本碍子株式会肚研究室

　　　　△兵庫県工業試験所
　　　　菅地質調査所技術部化学課，関根，山田両披官

　　　　（9）京都陶磁器試験所

鉄分は桐野，鶏塚養のものが稽々多く，一般に良質鉱は

Fe203＜0．4％宅ある。K20は絹雲母にNa20は殆んど

未変質の斜長石に由來するものでアルカリの少い鉢石は

汽1ゑ03と19。loss・が多少糟加する傾向が認められ，ご恥’

はカオリンの含有に因るものと考えられる。

　上記め事を綜合すると出石陶石は鉱床の性状と鉢物

組成に於ては天草陶石』と類似、るが稽々Sio2に富み

A1201・に乏しい。絹雲母，石英，カオリシ9量比と鉄分

の含有量に変化があること及び変質の進捗程度に部分的

な斑のあること等が品位の不均質と実牧牽の低下を來し

Pているが，禿分に選別すれば高級磁器原料に使用され得

るし，、特に粘性に関しては他陶石に比して優れている。

搬に蜘区の陶石は地表よ励ヒ較的灘部分が良質、

であっ宅下部程鉄分が壇加する。而し地表面下2～3m

の深さでは水酸化鉄が附着する爲稼行に耐えない場合が

多い占，出石知以北の地域に概して良質鉱を蓬し就中柿翁

陶石は白磁用に好適であ、る。とれに反し南部地区宅は両・ノ

脈共白磁用に供し得る鉱石は少い。なお鶏塚，桐野鉱由

に見られる如く，放置すると黒荻色昧を帯びて変色する，

ものが屡々認められ特に桐野陶石に多い。これば擁成後

」も着色して使用不能でその原因につV・ては目下研究中で　　　・’

ある。

　　　　　6．陶石と原岩との関係

陶礁中の未変諏び陶石化作用鰯い騨輝騨

鏡することによつて・その醐雛耐馨と掩雪出來看・・

菅躰碍琳式会肚のト渉1レ窯による？ 以碑聯
　果ど記載する。　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　、29



　　即ち例えぼ柿谷鉱山の1．号坑西端切羽面に於て脈の下

　　盤に接して繍色の破璃質岩が在り，淡青次色の訴規則

　　な漸移帯を経で白色の陶石に移化している駄態を認やた。

　　この濃豫角破璃質岩は殆んど破鶉から成り，この中に長

　　さ0．03～0．1mm程度の黒雲母と，長さ9．07～0・15mm

　　の荻曹長石が流状配列を示し，この他に少量の角閃石桑

　　ジルコンを含む松脂岩であつて本所地質部河野義糺按官

O　　に依頼して分析した結果ほ

町SiO2TiO2AI203Fe203FeO　M怠O　CaO　MnO
68．490．09 13．18　　0．26　　0．34　　0、59、　1．56　　0．05

Kl20　Na20　P205『H20（＋）　H20（r）　Total・

4．143。130．10　3．98　．3。19　99』16

であつて，淡青友色の部分は黒雲母が緑泥石化してV・る

外は松脂岩の構造をそのまま残している。、

　第2主脈の陶石を検鏡すると絹雲母の集含牽置換さ

れてV・る長さ0．5～2mm程度の斜長石斑晶が多く石基は

微細な石英ξ絹雲母で交代されてV・る。低品位鉱には緑

泥石化した黒雲母，角閃石と未変質の斜長石が屡々認め

られ，原宕は斑岩質の岩脈の変質物と推定される。更に

これ等の岩脈に接する石英粗面岩の周辺部が絹雲母化作

用を蒙つていること，金属鉱物が陶石中に見られること

等から本地区の陶石化作用は恐らく岩脹の貫入後，黄鉄

鉱，閃亜錯鉱，方鉛鉱等の生成と関係ある熱水溶液の交

．代作用によつたものと考えられる。ζ；φ結果化学成分上・

はアルカリの滅少，特にNa20の消失と若干SiO2の

　　　　　　　　　轡馳　　」曜

』』輩響欝㌧、

一　
艶紡土

第　　2　　図

増加があり，錦物的には石英，絹雲母，やリオン等の粘・

土鉱物の生成を來している。

　　　　　　7．鉱　康　量

各山元に於ける鉱床量ゐ算定には家の事を考慮に入れ

た．購（・魎磁の地蛸下轍分力§獅驚嚇床
量計算から除外すること。（2）掬石鉱床はッ般に河面よ

り灘部麗稼行噸し舳ので夫硯場疫箪酬蝉
面以上を一応可採範囲と看倣した。（3）算出の便宜上，

見掛けの比重をls・9＝2・5とした。　’

　　　　　、

推　定　砿　床　量

　　桐野鉱山（西ノ小谷一石尾間）

，　　桐野奥殿鉱山碁

　　月野．辺鉱山
　　祐斧、鉱山・、

　　鶉塚鉱山

瞬断断酌醸 早均脈幅
果19，200m21

　　　　1　，3ラ000m2

12，900m2

5，800m2

，3，300m2

6m、

3m
2．5真n

4m
’3m，

擁載床到
29×10まt

2．2×104t

8ヌ10隻

5．8×104t

2．4×104t　F

坑内掘りによる見込み可採率

約50％

約50％．

約40％

約60％
約50％一

夫々の鉱山に於ける鉱石の各等級別の推定百分比を表

示すれぼ次の通りである6但し等級の基準は　　．“・、

・1等品：鉄分はFe203く0．5％，焼成物は純白を呈す

るもの。，

2等品：鉄分Fe2030・5～0・8％，で碍子，和食器等

Q原料として使用し響るもの。。

3等品；焼成後，淡黄荻色智淡鼠色を呈し低級陶磁器

に使用し徳るものσ

とする。

　　　　　1等品2等品3等品廃石
ロ
桐 野鉱山．一　60％　20％　　20％
桐野奥殿鉱山、・一40～50％20～30％　20～30％

日野辺鉱山　20％　50％　　20％　　　10％
柿』谷鉱山 30％　45％　 15％　　10％
鶏塚鉱山15％　45％　20％，一　20％

、〆

L30

　　　更k本地域の陶石脈の埋藏量を概算すれぼ出石川の南

　　ユ部に於て次の予想鉱床量が見込まれる。
　　
鞍縢ill萎1　i離鵬揚響み可搾

　戸可ノノ」、谷月厩：　　3×105t　l

　　　l一
．見込品位別量比は概ね次の通りで1級品は殆んど蓬し

ない。　　　　　　　　　　　2等品　3等品　　廃石　』

　第1主’脈，第2主r脈20％　60％　20％、

　下迫脈，西，小谷脈　 40％　30％　30％．

＊桐野鉱山と桐野奥殿鉱の堺界が明瞭でない爲，坑口
　よわ約100m・南方迄の範囲を算出した。

ノ



　　　　　　　　る　　　　　　8・、湯　　革

　出石地方の陶石開発史については李原篤之助の記録芙，

、鉱山経営者，及び出石町の窯業者から入手した資料を概

括すれぼ，凡そ次の通りである。即ち寛政初期（1，800年

頃）林村右衛門が窯業を営んだの炉出石焼製陶業の嗜1：矢

であつて，天保元年（1，830年頃）伊佐屋趣治が，椋谷』

lD窯を設立したが陶石の探掘場所は明らかでなv、。　，

　次いで武田喜李が現在の鶏塚鉱山北方の永喜山から原

料を得て磁認の製造に着手し涜。これは今より約i30年ド

前と云われ当時より漸く各地区の陶石が稼行され姶め

た。　．　・　1F／　1■

　　む　明治年間は製陶業が振興し山元の開発が進み・明治20
年頃長谷要藏が柿谷鉱山を，明浴30年頃から鶏塚鉱山

が武田家により，叉明治40年頃月野辺鉱山が夫々出石

町をこ出荷し）た。

　大正代にはその初期に柿谷鉱山の探掘搬は大島甚三か

らH本陶料株式会肚に渡む，圓野辺鉱山は太軍5年振角

藁畑・4纐騨継・小購欝1駄つて夫磁行
され，昭和4年以降玉井吉衛が採掘したが坑内の荒廃を

來し昭和2■年に休山した。鶏塚鉱山は歴代の武田家に

より引続き稼行されている。「方出石町南部の晦石舘床

・は大正1乙年に桐野奥殿から発見され，昭和12年から

、玉井吉衛が小規模に稼行しているρ．昭和10年頃佐々木

正造が探鉱した結果・！金谷・西ノ少谷・桂谷等から陶石

の露頭を発見し，昭和・16年に桐野鉱山を設立して西ノ、

小谷，石尾地区から採掘し京限地方1愛兜県下に出荷し．

た。桐野鉱山は昭和22年頃から鉱石の需要が壇加した、
－
爲
現
在
本 地区で最も大規模に稼行している。．

．ので，更に選別を嚴密にする必要がある。

斉蛎螺雛漱の鋤砺る・（昭禾戸23年7月
現在）。

〆

鉱山名瞬掘旛劃鍵霜
桐騨矧轡木正剥 25名
雛業雛｝欝萎会藏

、柵蝶所膿陶灘嚢鑑i

辮蝶所麟喀曙噸
4矧

3名

住　　所
兵庫県出石町
柳田56

｝兵庫県出石町松枝169

京都府下京区
東7條川端町6
兵庫県出石町
八木1Q

1聾．鉱　濫　額

、

9．薗現．　』況

各鉱山の月嘩出鉱量と主な仕向け先を表記すれぼ次の、

通りである。〈昭和23年7月現在）

腿篭繍1灘熱、縢橘
桐野奥殿鉱山 15～20

大同工業有限会証富陶磁器，
山岐阜県下，出石町． 砥石．

　　　　　　　　　　　『1日野辺鉱山探鉱中
1　　　　わ　　　コ武田電器製作所出石碍子，1陶・
鶏塚鉱則　　30　　町，大阪陶業株式会枇磁器i

．繍 副．5・・麟陶料株式会肚出鱗

　探掘及び選鉱。

　各山元では陶右脈の露頭部から数段の鐘押坑遣で掘進

』し，随時中段坑を設励て良質の部夢を撰択的に探掘する

か，叉は地形によつてほ蓮搬の便を考慮して山腹から鋸

入坑道を切り，着脹後鐘押探掘を行・？でV・る・柿谷鉱山

以外は主として前記Φ方法が行われている。

　多くの場合，脈の両盤には粘土を禍ので，脈幅全部、

を撫す疑嵐保駈脚ね臆ら齢・鉱石の選別
は褐色の部分，硫化鉄等の鉱染が著しV・もの等を“磨き”．、

と称してか彫マーで除去ナる。等級別の選鉱は珪質の程　一

度白さに応じて手選で行つて選るが，極めて難駁であ’

る。この爲に最近各鉱山共李均品位Q低下を來している

ボ李原篤之助；出石石の歴i史昭和16年

なお昭和20年以降の年産額を示せぼ次の通ら

　　　20年（9月より）21年一22年b23年
桐野鉱江1　　　　　1185t　　　　　1825t　　　2963t　　　4040t

柿谷鉱山　一73t　220t　203t－375t、
鰯鋤、・F，68t　名06歪　202t“268隻
奥殿餌山
計’ 326t　　　2，251t　　3，368t’　4，683t

　　　　　11乞結語及ぴ意見
　　　　ヤ　本地区り陶礁床臆傾斜の2、條の陶石脈を撚と究
るもので，r天草型」鉱床に属している。陶石の原岩は梅

脂岩と躍岩質の岩脈であつて，鉱床中に黄鉄鉱， 閃車鎖

鉱・磯購絃染するり娃添鉱床の特徴で齢て・、，

出石地区域外の、ものに未だ蜘られていない。　．

　第1主脈は出石川以龍の地区に於て所謂陶石化作用がロ

極めて進捗して居り，就中柿谷餌山とロ野辺鉱山g鉱石

は高級磁器原料となるものが多いが，南部地区では殆ん一

ど稼行に値するものはなV・6第1主脈は至般的に鉱床量

と出鉱能力に乏』じ〉1。これに反して第2主脈1ヰ鋸床韓は

盤で鞘附陶磁懸料に使膣楓審いる力噸レ
1
て
低 品位である。

　從つて，今後は第2主脈の延長を出石川塚北に於て探鉱
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すると．とが必：要であるq

r出石陶石」現状では大規模ではないが，古くから稼行

されて房り，我が国に産する陶石の中でも比較的良質の

陶磁器原料であるから，相当量見込まれる2，3等品の

活用方法をも併せて研究し將來の出鉱を合理化Lて，乱

’
掘
による坑丙の保存に注意幽いン他方積極的調査によ

つて鉱量の増加に努める蚕きである。（昭和23年8，．月

ん9月調査）

55a689；550・8（524）：．622・1・・

渡島国茂賀利鉱山、及び勝山鉱山重晶石鉱床調査報告

高・

　　　　　　R6sum6
》B我riteDepositsofthe盟ogariMine

　統蝿Katsuy蹴a醗鵜Hokkaido・
　　　　　　　by，
　　　　Akira　Tak3batake

畠・

The・Mogari　mine　and　theK：atsuyamaτmlne

開esituatedne帥夕inH三yama－gun・H・kkaidα

T＃e・吻r奪e　de倉osits　l　comprises　veins　and

謡欝lf蟹藩llth9・薫蜘being蜘

The　ore　is　constituted6f　barite，sma11
註血ohnセof　carb6nate・with　a　little3mount
of　chalcQf》yrite，and・pyrite，a血d　occasヱonally’

丘11ed　with．brown　arg皿tic　matteL　Cohtents

of　BaSO41n　the．ore：rεmges　form80to95％．

要　　約

葦賀利鉱山と勝山鉱山はともに渡鼻国檜山郡上ノ国村・

にあつて，鉱区は南北に相隣接する。附近は月高系（先，

白璽紀）と新第三系より・なり，北部には安山岩の噴出が

ある。鉱床は月高系石次質岩中の鉱脈と露天化残留鉱床

とからなる。鉱脈には板状乃至レンズ状のものと網状脈

をなすものとがあり，茂賀利鉱山1号鐘，2号鐘は前者

に属し，脈幡0・1～1・5mで，茂賀利鉱山3号鐘と勝山鉱

山の鱗月駄儲に属し，脈部め幟撮却5血で，多
くは数c魚以下であ逢。露天化残留鉱床では石友質岩附

近ゐ表土中に広く重晶石結晶が含まれるが，，概しズその、

量は少なく，勝山鉱山萱森鉱床の露頭附近のものの外は

重要なものはなV・。鉱脈は殆んどすべて重晶石からなり，

それに少量の炭酸塩鉱物を俘い，稀に黄鉄鉱，黄銅鉱が

含奪れる・鉱石中の晶洞や雛の重晶石結晶粒聞は粒土

質物によつ七充墳せられ，そのため鉱石は赤く汚染され．

’るζとが多“。鉱石め品位はBaSO480～95％で，勝山．

彰馨

鉱山のような網状賑ではその穂々密集した所資網脈斌の

母岩を含あた粗鉱品位咲10ん20％の所が多V・。鉱量砕

つV・ては茂賀利鉱山では多くを望めないが，勝山鉱ば匿

は貧鉱処理が可能ならば相当量の鉱量が予想される。

1．緒　　言

　茂賀利，勝山両鉱山の重晶石鉄床は軍純な鉱脈をなしギ

随俘鉱物が極めて少ない孝め良質の鉱石を壼する点に於

・て本邦の重晶石鉱床中最も重要なものであ惹。・筆者は昭・

　　　　　ぢ和23年11月下旬茂賀利鉱山を2月聞，勝山鉱山を■

臼間，松村明とともに概査した。その後勝山鉱自の探鉱

が進捗したので昭和24年9月中旬後志支庁管下の鉱床

調査の途次同鉱山に2H間立寄り，、その後の鉱況牽化を．

調査した。以下その結果を概報する。なお鉱量の算定は・

都合により記載を省略する。

2．鉱　　区

輩録番号

鉱種名

鉱業権者

茂賀利鉱－山． 勝山拡山

於北海道支所

地質月報第2巻第1，号

渡，島探登第65号　　　・渡，島試登第1978号

金，銀，銅，錯，亜錯，
重晶石

木村与吉．

金』銀2重晶石

月本製錬株式会批

3．位置・及び。交通

両鉱山は茂刈山の北側山腹止にあつて相隣接し，江差

線桂岡駅の北徴東直距離2，4～3kmに位する。

桂岡駅より中須田を経て茂賀利鉱山鉱石積込場に至る

間（約6km）にはトラツク道路が通じて居り，これよ．
も両鉱山の探掘現場へは徒歩による外なV・が，との商1

kmを超えない。

4；、地形及び地質

本地域は茂賀利鉱山鉱石積込場附近を通って，略女南

北に走る断暦を境としてその東西両雫6著しV・地貌σづ差，
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